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       数   学   問   題 

[１] 整式Ａ＝          、Ｂ＝           のとき、 

３Ａ－Ｂ－(Ａ＋２Ｂ)を計算すると  １   である。 

 

①                         ②                       

③                        ④              

 

[２]                  を因数分解すると  ２  である。 

 

①                              ②                   

③                                         ④                    

 

[３] 
 

    
 

 

    
 の分母を有理化して簡単にすると   ３  である。 

 

① ３        ② ４      ③ ３              ④  ３＋３   

 

[４]  、 を有理数とする。 次方程式          の１つの解が    である 

とき、 、 の値は   ４  である。  

  

  ①  
       
       

     ②  
        
          

    ③  
       
    

     ④   
   
   

        

 

[５] 不等式                     を解くと   ５   である。 

 

①           ②          ③               ④       

 

[６]   、 がともに無理数であることは、   が無理数であるための 

   ６  。 

 

 ①  必要条件であるが、十分条件ではない        

②  十分条件であるが、必要条件ではない       

③  必要十分条件である           

④ 必要条件でも十分条件でもない                                                             
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[７] ２つの２次関数            と   
１

２
      

３

２
の頂点が一致するとき、

     ７   である。 

 

    ① －２                  ② －１       ③ １                 ④ ２         

 

[８] ３点(２,０)､(５,０)､(４,－２)を通る２次関数の方程式は   ８   である。 

①                             ②             

③                                   ④                                        

 

[９] 軸の方程式が     で、点   ，  を通り、 軸と点  ，  で交わる  

放物線の方程式は  ９  である。   

 

   ①                                 ②            

    ③                                        ④             

 

[１０]  放物線         を平行移動して、放物線            に重ねるに

は、   １０   だけ平行移動すればよい。 

 

①  
  軸方向に １

  軸方向に １
   ② 

  軸方向に １

 軸方向に     １
      ③ 

 軸方向に １

 軸方向に １
       ④ 

 軸方向に１

 軸方向に１
    

 

[１１] ２次関数                 ，      が最大値６、最小値２を

とるとき、定数     の値は   １１  である。 

 

①   
   
   

         ②  
   
   

                   ③  
   
   

                  ④  
   
   

    

 

[１２] ２次不等式           の解がすべての実数であるとき、定数 の値の

範囲は   １２  である。  

 

①           ②         ③            ④                                

                               

[１３]               ＋              の値は   １３  である。 

① －２         ② －１                      ③ ０           ④ １                                                                                                                                               
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[１４]  ３０°≦θ≦１２０°のとき、    のとりうる値の範囲は  １４  である。 

①  
  

 
≦    ≦

 

 
              ②  

 

 
≦    ≦

 

 
    

③   
 

 
≦    ≦

  

 
                 ④   

 

 
≦    ≦

  

 
 

 

[１５] △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝１､ＣＡ＝  、∠ＡＢＣ＝１２０°のとき、 

 ∠ＡＣＢ＝   １５   である。 

 

      ①  １５°      ② ３０°      ③ ４５°      ④ ６０° 

 

[１６]  △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝７、ＢＣ＝６、ＣＡ＝８で、辺ＢＣを２：１に 

内分する点をＤとするとき、線分ＡＤ＝  １６  である。 

     

① ４          ②              ③            ④             

 

[１７] △ＡＢＣにおいて、ＡＢ＝１６、ＣＡ＝１０、∠ＢＡＣ＝６０°であるとき、

△ＡＢＣの面積は  １７  である。 

 

     ① ４０      ② ４０           ③ ８０              ④ ８０     

 

[１８]  ある円に内接する四角形ＡＢＣＤがあり、ＡＢ＝２、ＢＣ＝３、ＢＤ＝４、

ＡＤ＝３が成り立っている。このときＣＤの長さは   １８  である。 

 

[１９] 右の表は、あるクラス３５人の体重を 

測定した結果を度数分布表に整理したも

のである。５０㎏以上６０㎏未満の人は

全体の  １９    ％である。    

 

① １４    

② ４０ 

   ③ ４５    

④ ５５ 

  
 

階   級 (㎏) 度数(人) 

４５以上５０未満    ３ 

５０ ～ ５５    ５ 

５５ ～ ６０    ９ 

６０ ～ ６５   １０ 

６５ ～ ７０    ７ 

７０ ～ ７５    １ 

    計 ３５ 

 

① ２          ② ３                   ③ ３.５      ④ ４                                     
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[２０] Ａ､Ａ､Ｂ､Ｃ､Ｄ､Ｅを円形に並べる並べ方は  ２０  通りある。 

① ６０       ② １２０    ③ ２４０    ④ ７２０    

 

[２１] ７個の数字０､１､２､３､４､５､６から異なる数字を使ってできる４桁の整数

で、５４００より大きい数は  ２１  個である。 

 

① １２０     ② １４０       ③ １５０      ④ １６０ 

 

[２２] 袋の中に、白玉５個、黒玉３個、赤玉６個が入っている。この袋の中から、

３個の玉を同時に取り出すとき、少なくとも１個が黒玉または赤玉である確率

は   ２２  である。 

     

① 
５

１８２
          ② 

３

１３
             ③ 

１０

１３
               ④ 

１７７

１８２
  

 

[２３] １個のさいころを４回続けて投げるとき、３回以上連続して同じ目が出る 

確率は   ２３  である。 

 

①  
１

３６
           ② 

５

１０８
           ③  

１１

２１６
           ④  

５

３６
 

 

[２４] Ａ、Ｂの２チームで何回か試合をして、先に３勝した方を優勝とする。ただ

し、１回の試合で勝つ確率はどちらのチームとも
１

２
であり、引き分けはないも

のとする。４試合以内でＡチームが優勝する確率は   ２４  である。 

 

①    
１

１６
               ②  

１

８
                  ③  

３

１６
               ④   

５

１６
   

 

[２５] １個のさいころを６回続けて投げるとき、５以上の目がちょうど２回出る 

確率は   ２５  である。 

  

①  
４０

２４３
            ②  

８０

２４３
          ③  

１０

２７
               ④  

４０

８１
  

                                                                 


